
り
っ
と
う
再
発
見

地
籍
図
と
は
、
土
地
の
1
筆
ご
と
の

区
画
、
地
種
・
地
目
、
面
積
、
所
在
場
所

の
名
前
と
地
番
、
所
有
者
な
ど
を
示
し
た

地
図
の
こ
と
で
す
。
江
戸
時
代
ま
で
の
年

貢
（
物
納
）
を
中
心
と
し
た
税
制
か
ら
、

地
価（
土
地
の
価
格
）に
対
す
る
課
税（
金

納
）
に
よ
る
税
制
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
た

明
治
時
代
初
期
に
、
土
地
の
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
、
全
国
各

地
で
多
く
作
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
時
代
初
期
の
村
は
、
江
戸
時
代

と
同
じ
く
、
現
在
の
大お

お

字あ
ざ

に
相
当
す
る
こ

と
が
一
般
的
で
、
地
籍
図
に
は
、
江
戸
時

代
以
来
の
村
の
す
が
た
が
色
鮮
や
か
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
近
代
化
政
策
の

産
物
で
あ
る
地
籍
図
は
、
よ
り
古
い
時
代

の
地
域
の
す
が
た
を
伝
え
る
貴
重
な
歴
史

資
料
で
も
あ
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
栗
東
に
は
、

東
海
道
・
中
山
道
を
中
心
に
街
道
文
化
が

花
開
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
街

道
文
化
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
明
治
時

地
籍
図
に
え
が
か
れ
た
近
代
～
鉄
道
の
開
業
～

代
の
栗
東
の
人
々
に
と
っ
て
、
明
治
22

（
１
８
８
９
）
年
に
開
業
し
た
鉄
道
（
現

在
の
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
と
草
津
線
）
は
、
強

い
印
象
を
残
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
が
収
蔵
す
る

地
籍
図
に
は
、
も
と
も
と
の
図
面
に
、
鉄

道
の
線
路
部
分
を
貼
り
付
け
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。
鉄
道
の
開
業
が
、
地
域
の
景
観

に
変
化
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
ま
た
、
当

時
の
人
々
と
が
、
地
籍
図
に
修
正
を
加
え

な
が
ら
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
初
め
て
鉄
道
に
接
し
た
、
明
治
時
代

の
人
々
の
驚
き
を
想
像
し
て
み
る
の
も
面

白
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

■
栗
東
市 

市
制
施
行
20
周
年 
特
集
展
示

「
よ
み
が
え
る
明
治
の
村
―
館
蔵
地
籍

図
展
―
」

会
期
…
5
月
22
日
㈯
か
ら
7
月
4
日

　

㈰
ま
で

※
詳
細
は
お
知
ら
せ
版
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
５
５
４・２
７
３
３ 

ＦＡＸ
５
５
４・２
７
５
５

168

葉山川

鉄道
（現在のＪＲ草津線）

▼手原村全図（明治 20年代）

東海道

葉山川

東海道

▼手原村絵図（江戸時代）
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